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図 3　 関根康正「対馬・鰐浦ムラの変容」（国立民族学博物館『季刊民族学』33号，昭和 60年 7月）収録の集落図



































































　居宅の 1戸当たりの構成についてみると，1棟の構成が多く 34/48戸（この中には店舗が 1戸含ま
















が 2階建で延べ 7坪と大きな倉庫である．2棟を持つものが 5戸，3棟を持つものが 20戸，4棟を持





















番号 番地 種類 床面積
賃貸価格 








⑤―⑥ 物置 浴室他 備考
65 494 居宅 211.54 95 168.59 9.91 9.91 9.91 浴室，13.22
64 497 居宅 118.98 41 89.25 9.91 9.91 9.91 
63 498 居宅 171.87 49 92.56 23.14 9.91 9.91 9.91  26.44（2F） 
62 503 居宅 251.2 94 145.45 49.58 26.44（2F） 9.91 9.91 9.91  
61 505 居宅 218.14 65 115.7 33.05 9.91 9.91 9.91 39.66（2F） 
32 506 居宅 39.66 12 39.66  
60 506 居宅 168.55 62 119 9.91 9.91 9.91 19.82（2F）
59 507 居宅 231.35 114 145.44
（2F） 
23.14 9.91 9.91 9.91 19.82（2F） 浴室・便所
23.14
58 507 居宅 19.83 6 19.83  
57 508 店舗 52.89 19 店舗
52.89 
 
68 508 居宅 16.52 昭 19 16.52  
71 514 居宅 122.29 昭 18 79.33 19.83 19.83 浴室，3.3 
73 518 居宅 69.39 昭 20 39.66 9.91 9.91 9.91 
76 524 居宅 95.84 昭 18 66.11 9.91 9.91 9.91 
46 532 居宅 79.32 25 56.19  23.13
（2F） 
95 532 居宅 76.83 昭 9 44.62 19.82（2F）  （離）小屋 12.39 厩，12.39 
44 535 居宅 118.98 34 72.72 9.91 9.91 26.44 
43 536 居宅 99.15 31 79.33 9.91 9.91 
41 537 居宅 152.03 60 89.25 23.14 9.91 9.91 9.91 9.91 
42 538 居宅 155.33 60 99.16（2F） 26.44 9.91 9.91 9.91 
39 803 居宅 241.28 58 132.22 9.91 9.91 9.91 69.41
（2F） 
浴室，9.91 
38 900 居宅 118.97 28 75.33 9.91 9.91 9.91 9.91 
36 902 居宅 161.94 41 89.25 9.91 9.91  9.91 42.96（2F） 
35 903 居宅 132.22 53 132.22（2F）  
80 904 居宅 153.69 昭 18 123.96 9.91 9.91 9.91 
82 906 居宅 160.28 昭 9 99.17 9.91 9.91 9.91 9.91  16.52 浴室，4.95 
83 908 居宅 203.29 昭 19 140.49 13.22 13.22 13.22 23.14 
26 917 居宅 191.68 60 122.3（2F） 29.74（2F） 9.91 9.91 9.91 9.91 
7 923 居宅 201.61 85 109.09 39.66 9.91 9.91 9.91 9.91  浴室，13.22
23 924 居宅 188.39 70 122.31 9.91 9.91 9.91 9.91 26.44（2F）
22 926 居宅 115.68 29 85.95 9.91 9.91 9.91 




24 928︲1 居宅 135.51 51 105.78 9.91 9.91 9.91 倉庫 3 棟
とも不存在
18 937 居宅 171.87 66 109.09 23.14 9.91 9.91  19.82（2F） 
20 937 居宅 23.14 7 23.41  
17 941 居宅 135.48 35 66.11 9.91 9.91 9.91 9.91 19.82（2F），
9.91
16 944 居宅 231.36 119 132.23 26.44 9.91 9.91 9.91 9.91  事務所，33.05
14 946 居宅 161.95 50 89.25 36.36 9.91 9.91 9.91  浴室，6.61
23 947 居宅 161.96 67 132.23 9.91 9.91 9.91 居宅新築昭
50年 137.07 
11 951 居宅 125.59 41 105.77（2F）  9.91 9.91 
3 954 居宅 19.83 4 19.83  
4 954 居宅 9.91 1 9.91  
12 957 居宅 161.94 43 79.33 26.44 9.91 9.91 9.91  26.44（2F） 
10 961 居宅 198.31 75 115.7 23.14 29.74（2F） 9.91 9.91 9.91  
8 971 居宅 195.01 69 135.53（2F） 26.44 9.91 9.91  13.22（兼便所）
5 972 居宅 66.1 66.1（2F） 
2 973 居宅 62.8 23 62.8（2F）  



























メートル（7坪）が 1棟，33.05平方メートル（10坪）が 1棟あり，そのほか 2階建の 19.82平方メ
ートル（すなわち 3坪の 2階建）が 3棟，2階建の 26.44平方メートル（すなわち 4坪の 2階建）が
1棟あるだけである．
　物置は棟数が少ないが，さまざまな規模がある．2階建で延べ床面積 19.82平方メートル（6坪），




















　地番 947番の事例は，昭和 15年の時点で 132.23平方メートルの木造瓦葺平家建の主屋と 3坪の倉
庫が 3棟あった．その後，昭和 50年に主屋の構造変更増築が行われ 137.07平方メートル木造セメン
ト瓦葺平家建の主屋となっている．その際，見直されたのであろうが，倉庫 3棟が年月日不詳取り壊
しとして届けられている．
　地番 512番の事例は，戦前期の様相は不明であるが，昭和 22年に 96.69平方メートル木造瓦葺平





　地番 519番の事例は，主屋が昭和 22年に延床 84.29平方メートル木造瓦葺 2階建で新築されてい
る．同時に倉庫など 4棟が登記されている．その後，昭和 50年 3月に 116.51平方メートルの主屋が














































































　九学会連合調査当時の昭和 25年は鰐浦の戸数 80戸，人口 499人であった．ところが，現在では戸
数 70戸弱，人口 250人ほどに減少している．戸数は 1割強の減少，人口は実に半減である．その内

















































（13）　浅川滋男『離島の建築』，日本の美術 No. 406，至文堂 2000年 3月．
（14）　家屋番号や地番が付された居宅とともに倉庫も書き上げられている．しかし，現状からみる実情や土地
台帳の小屋群が建つ土地が明治・大正期に共同所有から各個人に所有権移転がなされている実情からみて，
倉庫は居宅とは別の場所に所在していたと判断される．
（15）　宮原彦幸氏の御教示による．また，これらの点については土地台帳からも裏付けが取れる．
（16）　青山賢信によると，雑家は他地方における納屋に当たるもので，江戸期の触書に「雑家は勝手に応じ大
にして」とあることから，規模に制限を受けない雑家に作業場を設けることにより，主屋には広い土間をと
る必要がなかったのであろうとしている．（青山賢信『長崎県の民家（前編）』長崎県教育委員会，昭和 47
年）
（17）　昭和 49年に主屋とともに倉庫 3棟も取り壊しの登記がなされているが，主屋と同一敷地内にあるわけ
ではなく，分散配置されており同時に壊されることの方が不自然である．地番 947番と同様に，滅失年月日
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不詳である倉庫を主屋を壊した年月日に合わせて登記したのではないかと思われる．
（18）　戦時下において，昭和 19年に造られた高射砲台へ通じる道として造成された．当然のことながら，韓
国展望台に通じたのは近年のことである．
（19）　鰐浦バス停より上はすべて近年の住宅．
（20）　昭和 47年に町の補助金を得て，寺の敷地に寺を含めた住民センターを計画したが，建物内に寺を入れ
ることが許可されず，急きょ教員宿舎であった場所に宝蔵寺を建てることになったのだという．
（21）　宮原彦幸氏の御教示による．
（22）　関根康正「対馬・鰐浦ムラの変容」（国立民族学博物館『季刊民族学』33号，昭和 60年 7月）
　なお，鰐浦調査については作元義文・宮原幸彦・浦崎秀則の各氏に御助力を賜った．記して感謝する．
